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ア
グ
リ
テ
ッ
ク
の
歴
史
は
意
外
に
古
く
、
は

じ
ま
り
は
１
９
７
９
年
で
あ
る
。
数
年
に
１
回

の
ペ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
、
今
回
で
15
回
目
を

迎
え
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
農
業
関
連
メ
ー
カ
ー

に
と
っ
て
は
、
新
商
品
を
国
内
に
向
け
て
だ
け

で
は
な
く
、
海
外
か
ら
の
バ
イ
ヤ
ー
に
向
け
て

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。
事
実
、

イ
ス
ラ
エ
ル
が
世
界
に
誇
る
灌
漑
技
術
を
発
表

し
て
き
た
の
も
こ
の
展
示
会
で
あ
る
。

日
本
の
農
業
関
係
者
の
中
で
も
知
る
人
ぞ
知

る
展
示
会
で
、
前
回
99
年
に
は
日
本
か
ら
本

誌
編
集
部
の
ツ
ア
ー
を
含
め
、
２
０
０
名
以
上

が
参
加
し
た
。
今
回
は
、
開
催
時
期
に
不
安
定

な
政
治
情
勢
が
重
な
っ
た
た
め
か
、
展
示
会
場

を
回
っ
た
限
り
、
日
本
か
ら
の
参
加
者
に
は
一

人
も
出
会
わ
な
か
っ
た
。
主
催
者
に
聞
い
た
と

こ
ろ
、
集
計
し
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
が
、

日
本
か
ら
の
ビ
ジ
タ
ー
は
事
前
登
録
で
さ
え
も

ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
他
国
の
農
業
関
係
者
の
反
応
は
全

く
違
っ
て
い
た
。
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

イ
タ
リ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
を
は
じ
め
38
ヶ
国
の
農

業
大
臣
が
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
に
来

賓
と
し
て
出
席
し
て
い
た
。
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国

か
ら
は
、
大
統
領
が
訪
れ
て
い
た
。
イ
ン
ド
か

ら
は
、
各
州
の
農
業
大
臣
が
農
業
関
連
メ
ー
カ

ー
を
引
き
連
れ
て
や
っ
て
き
て
い
た
。

中
国
の
勢
い
は
更
に
凄
ま
じ
か
っ
た
。
特
に

黒
龍
江
省
の
有
機
農
産
物
販
売
会
社
が
１
５
０

g
の
ブ
ー
ス
を
借
り
切
り
、
農
産
物
輸
出
国
イ

ス
ラ
エ
ル
の
バ
イ
ヤ
ー
に
向
け
て
中
国
有
機
農

産
物
を
売
り
込
ん
で
い
た
の
は
驚
き
だ
っ
た
。

農
業
資
材
の
展
示
会
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど
バ
イ

ヤ
ー
は
お
ら
ず
ブ
ー
ス
は
閑
散
と
し
て
い
た
の

だ
が
。
売
る
こ
と
が
目
的
と
い
う
よ
り
は
、
中

国
農
産
物
の
品
質
の
高
さ
を
世
界
の
農
業
関
連

業
界
人
に
誇
示
す
る
こ
と
が
狙
い
な
の
か
も
知

れ
な
い
。
ま
た
、
両
政
府
間
の
取
り
組
み
と
し

て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
灌
漑
技
術
・
資
材
が
積
極

的
に
中
国
（
特
に
黒
龍
江
省
）
に
導
入
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
示

す
好
機
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
事
実
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
農
業
大
臣
と
中
国
か
ら
の
出
展
企
業
・

視
察
団
は
長
時
間
に
渡
り
面
談
し
て
い
た
。

出
展
企
業
数
は
、
前
回
並
の
２
５
０
社
超
で
、

来
場
者
数
は
本
稿
執
筆
時
（
19
日
）
で
は
集

計
が
終
わ
っ
て
い
な
い
が
、
主
催
者
側
の
話
で

は
前
回
並
だ
と
い
う
。
不
安
定
な
政
治
情
勢
に

関
わ
り
な
く
、
世
界
各
国
の
農
業
関
係
要
人
を

集
め
、
着
実
に
ビ
ジ
ネ
ス
に
し
て
い
く
イ
ス
ラ

エ
ル
の
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
魅
力
と
凄
さ
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
、
探
っ
て
み
よ
う
。

会
場
に
き
て
最
初
に
目
を
引
い
た
の
は
、
意

外
に
も
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ト
ラ
ク
タ
の
展
示
だ
っ

た
。
野
外
展
示
し
て
あ
る
ト
ラ
ク
タ
の
総
数
は

70
を
越
え
る
。
古
く
は
１
９
２
０
年
の

M
cC
orm
ick
D
eering

か
ら
、
１
９
６
８
年
の

O
liver2150

ま
で
、
使
い
込
ま
れ
な
が
ら
も
丹

念
に
修
理
さ
れ
た
様
子
が
伺
え
る
コ
レ
ク
シ
ョ

第1回　受け継がれる開拓精神

9月16日から21日にかけて、国際農

業展示会アグリテック2003への参加

のため、イスラエルを訪問してきた。

この機会に、レバノン国境に接する最

北部からエジプト国境に近い南部、西

に面するヨルダン国境近郊まで、イス

ラエル農業の様々な局面を垣間見るこ

とができた。イスラエルは極度の高温、

乾燥、夜間の冷え込み、水不足、砂地

の痩せた土地柄など、作物生産条件に

おいて決して恵まれた環境とはいえな

いところが大半をしめている。イスラ

エル農業を誇る際、そういう条件だか

らこそ点滴灌漑技術をはじめとした先

端技術が生まれた経緯について語られ

ることが多い。しかし、筆者が見てき

た技術とは、イスラエルの農業経営者

が、自ら選んだマーケットで競争に勝

ち続けるためだけに産官学が共同して

創り上げてきたツールに過ぎなかっ

た。ガリラヤ湖の北側で果樹栽培を営

む20代後半の経営者ニール・クロー

ズマンはいう。「自分の名を傷つける

ような商品は何があろうが絶対出荷し

ない。すべての農作業、技術、管理は

その確率を減らすためにあると思って

いる。世界中にいるお客さんを1度で

も落胆させることは許されないから

ね」。技術への驕りではなく、顧客を

通して見出す自負心、これが彼らの農

業経営を支える原理原則である。

（編集部　浅川芳裕）

新連載　現地報告
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ン
か
ら
は
、
展
示
主
催
者
の
心
意
気
が
伝
わ
っ

て
く
る
。
展
示
会
の
主
旨
で
あ
る
最
先
端
の
農

業
技
術
・
資
材
の
紹
介
か
ら
見
れ
ば
場
違
い
で

は
あ
る
が
、
開
催
期
間
を
通
じ
て
老
若
男
女
を

問
わ
ず
一
定
の
人
だ
か
り
が
で
き
て
い
た
。
ど

ん
な
背
景
で
ハ
イ
テ
ク
農
業
展
に
ク
ラ
シ
ッ

ク
・
ト
ラ
ク
タ
を
展
示
し
て
い
る
の
か
、
主
催

代
表
者
ら
し
い
恰
幅
の
よ
い
老
紳
士
を
見
つ
け

て
話
を
聞
い
て
み
た
。

筆
者：

ど
う
し
て
各
メ
ー
カ
ー
の
最
新
商
品
が

並
ぶ
展
示
会
で
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ト
ラ
ク
タ
を

展
示
し
て
い
る
の
で
す
か
。

代
表
者：

も
と
も
と
は
個
人
的
な
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
、
古
い
ト
ラ
ク
タ
、
プ
ラ
ウ
、
ハ
ロ

ー
、
デ
ィ
ガ
な
ど
１
０
０
台
以
上
を
収
集
し
て

き
ま
し
た
。
仲
間
と
一
緒
に
ト
ラ
ク
タ
収
集
協

会
を
作
っ
た
の
は
２
年
ほ
ど
前
で
す
。
収
集
し

て
い
く
う
ち
に
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
私
達

が
耕
し
て
き
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
地
で
の
「
農
業

と
機
械
化
」
の
歴
史
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に

気
付
き
ま
し
た
。
特
に
、
最
近
の
若
い
農
家
に

「
耕
す
こ
と
」
の
意
味
を
も
っ
と
深
く
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
展
示
し
て
い
ま
す
。
あ
と

は
、
協
会
の
主
旨
に
賛
同
し
て
く
れ
る
仲
間
を

増
や
す
こ
と
、
で
き
た
ら
今
ま
で
見
つ
け
ら
れ

な
か
っ
た
ト
ラ
ク
タ
を
寄
贈
し
て
く
れ
る
人
と

巡
り
会
え
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

筆
者：

日
本
で
も
そ
う
な
の
で
す
が
、
イ
ス
ラ

エ
ル
で
も
ト
ラ
ク
タ
の
大
型
化
と
深
耕
が
伴
っ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
ま
た
、
協
会

の
主
旨
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

代
表
者：

最
近
の
若
者
は
、
耕
す
こ
と
よ
り
ト

ラ
ク
タ
の
キ
ャ
ビ
ン
内
の
エ
ア
コ
ン
や
ス
テ
レ

オ
の
性
能
や
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
方
を
気
に
し
て
い
て
、

プ
ラ
ウ
に
は
あ
ま
り
関
心
が
な
い
よ
う
で
す
。

イ
ス
ラ
エ
ル
に
も
、
地
元
の
土
質
に
合
う
よ
う

に
改
良
さ
れ
た
プ
ラ
ウ
が
あ
り
ま
す
が
、
メ
ー

カ
ー
は
プ
ラ
ウ
製
造
に
熱
心
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
協
会
の
構
想
は
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

ベ
ー
ス
に
、
一
つ
は
「
耕
す
こ
と
に
よ
っ
て
国

土
を
回
復
し
た
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
歴
史
博
物
館
に

す
る
こ
と
」、
も
う
一
つ
は
「
こ
の
イ
ス
ラ
エ

ル
の
地
に
や
っ
て
き
た
過
去
の
世
代
が
、
耕
す

こ
と
を
通
じ
て
養
っ
て
き
た
開
拓
精
神
を
次
世

代
に
受
け
継
ぐ
こ
と
」
で
す
。

設
立
の
趣
意
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

の
で
見
て
欲
し
い
と
の
こ
と
。
協
会
メ
ン
バ
ー

の
平
均
年
齢
は
60
代
後
半
で
あ
る
。
若
者
が
農

業
よ
り
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
時
間

を
と
費
や
す
風
潮
を
批
判
的
に
見
な
が
ら
も
、

自
ら
を
し
っ
か
り
と
ネ
ッ
ト
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い

る
。
代
表
者
の
名
前
は
、
エ
レ
ツ
・
ミ
シ
ュ
テ

イ
ン
氏
。
祖
父
が
１
９
２
８
年
に
ロ
シ
ア
か
ら

移
住
し
て
き
て
か
ら
三
代
目
の
農
場
主
。
イ
ス

ラ
エ
ル
で
は
珍
し
く
完
全
に
独
立
経
営
で
あ

る
。
８
ha
の
農
地
で
作
期
の
違
い
を
利
用
し
て

通
年
収
入
が
あ
る
よ
う
に
、
切
花
、
柑
橘
類
、

ト
マ
ト
を
栽
培
し
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
は
毎
週

金
曜
に
イ
ス
ラ
エ
ル
中
か
ら
集
い
、
鉄
加
工
・

機
械
工
・
電
機
技
師
な
ど
各
自
専
門
分
野
を
活

か
し
て
修
復
作
業
に
と
り
か
か
る
。
メ
ン
バ
ー

に
聞
く
と
、
皆
ミ
シ
ュ
テ
イ
ン
氏
の
人
柄
と
情

熱
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
つ
の
間
に
か
集
ま
り

は
じ
め
た
そ
う
だ
。

そ
し
て
、
も
う
一
人
こ
の
協
会
設
立
に
深
く

関
わ
っ
た
の
が
、
有
名
な
ト
ラ
ク
タ
・
コ
レ
ク

タ
ー
で
農
機
具
修
理
が
趣
味
の
ア
ミ
・
カ
ッ
ツ

氏
。
ミ
シ
ュ
テ
イ
ン
氏
に
諭
さ
れ
て
一
週
間
も

し
な
い
う
ち
に
、
彼
は
自
分
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
す
べ
て
を
博
物
館
設
立
用
の
仮
の
格
納
庫
に

移
動
さ
せ
た
。
作
業
を
終
え
た
カ
ッ
ツ
氏
は
、

コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
を
片
手
に
ミ
シ
ュ
テ
イ
ン
氏

に
こ
う
語
っ
た
と
い
う
。「
こ
の
仕
事
は
や
り

遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。
こ
う
し
て
２

人
の
同
盟
に
よ
り
協
会
が
立
ち
上
が
っ
た
。

展
示
会
初
日
の
見
学
を
終
え
、
ホ
テ
ル
に
戻

る
。
ミ
シ
ュ
テ
イ
ン
氏
が
教
え
て
く
れ
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
み
た
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に

記
さ
れ
た
の
は
、
バ
ー
ル
・
カ
ツ
ェ
ネ
ル
ソ
ン

（
註
）
か
ら
の
引
用
だ
っ
た
。

創
造
的
な
新
世
代
は
、
過
去
の
世
代
か
ら
受

継
げ
ら
れ
て
き
た
情
報
を
捨
て
は
し
な
い
。
新

世
代
は
、
そ
の
情
報
を
吟
味
し
試
金
石
と
し
、

時
に
拒
絶
し
時
に
受
け
入
れ
、
そ
し
て
時
に
は

既
存
の
伝
統
に
新
た
な
伝
統
を
付
与
す
る
。
時

と
し
て
、
そ
の
新
た
な
伝
統
に
よ
っ
て
忘
れ
去

ら
れ
た
事
柄
が
掘
り
起
こ
さ
れ
、
次
世
代
の
精

神
の
滋
養
と
な
る
の
で
あ
る
。

１
９
３
８
年
、
テ
ル
ア
ビ
ブ
市
に
て

（
註
）
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
活
動
家
の
一
人
と
し
て
今
で

も
イ
ス
ラ
エ
ル
国
民
の
尊
敬
を
集
め
る
。
白
ロ
シ
ア
ボ

ブ
リ
ン
ス
ク
生
ま
れ
。
１
９
０
９
年
に
パ
レ
ス
チ
ナ
に

移
住
し
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
労
働
運
動
を
指
揮
。
労
働
者
向

け
の
新
聞
を
主
幹
し
、
労
働
階
級
に
と
っ
て
の
精
神
的

支
柱
と
な
る
言
論
活
動
を
行
う
。
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
下
の

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
で
生
存
ユ
ダ
ヤ
人
の
救
出
・
移
住
運

動
を
し
た
こ
と
で
も
有
名
。
１
９
４
４
年
、
イ
ス
ラ
エ

ル
建
国
（
１
９
４
８
年
）
を
見
る
こ
と
な
く
死
去
。

農場開拓時代について旧友と語り合うミシュテイン
氏。後ろに見えるのは、1952年モデルのドイツLANZ
社製ALLDOG （会に賛同したイッディドヤ氏贈呈）

Styer 1948年モデル。車輪は鉄製。ミシュテイン氏が
収集を開始して以来、初めて修復したトラクタ。


